
   

 

テーマ 2 

「将来の企業成長を照らした場合、業績不振からの回復として、リストラクチャリングによる人員整理をする

ことの企業におけるメリットとデメリット及び賛否」 

 

A 案：メリットが大きいため賛成 

 

【メリット】 

① 固定費削減によって、損益分岐点売上高を引き下げ、収益性を引き上げることができる。（CVP 分析） 

② 人員を削減することで事業部内のスリム化を図ることができ、迅速な意思決定につながる。 

③ リストラの影響で、従業員の意識を変えるチャンスが生まれる。 

 

【デメリット】 

④ 早期退職募集により優秀な人材の流出の可能性がある。 

⑤ メディアにより「リストラ」という悪印象を付され、新規の人材確保が困難になる可能性がある。 

 

【賛成理由】 

⚫ 早期の収益回復（黒字転換）は、市場や銀行からの出資や融資の増加につながり、将来の収益拡大に

つながる（メリット①）。 

⚫ 事例に挙げられていたリストラ案件（東芝、オムロン等）のニュース記事（日経ビジネス、Yahoo ニ

ュース等）を見ると、リストラ対象である会社に対して「改革」「異常事態」という記載があった。こ

のような赤字転落や各利益過去最低等の会社にとって、そもそも業績不振の回復には不採算事業の撤

退や会社組織の整理が不可欠。事業や組織を整理すれば必然的に人員が余剰になるため、事業の最大

限の効率性のために人員整理は必然。（メリット②） 

⚫ 組織は「人」が作り上げるものであるが、そこには組織風土が重要な影響を与えている。組織の向上

のために必要な人材は、ただ優秀な者ではなく、その組織を愛し、誇りを持っている人材であり、そ

のような人材・組織風土を創造する起爆剤となりうるのがリストラである。（メリット③、デメリット

④⑤） 

 

【リストラ事例】 

日本航空（2010）、富士通（2018）、日産自動車（2019）、損保ジャパン日本興亜（2019）三菱 UFJ 銀行（2017） 

∴リストラを発表しても、必ずしもイメージが悪くなるとは限らない。 

 業務改善計画の一例に過ぎない（例：日本航空） 
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